
福
井
。
大
森
鐘
島
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
井
県
丹
生
郡
清
水
町
大
森
字
鐘
島

調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５２
）
九
月

発
掘
機
関
　
　
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
仁
科
　
学早

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
七
？
十

一
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
森
鐘
島
遺
跡
は
、
福
井
市
衛
地
か
ら
南
西
へ
約
九
節
、
東
大
寺
領
道
守
庄

比
定
地
よ
り
約
五
血
に
位
置
ｔ
て
い
る
。
木
簡
の
発
見
は
ま
っ
た
く
の
偶
然
で

あ

っ
た
。
志
津
川
の
河
川
改
修
に
よ
っ
て
排
土
さ
れ
た
土
の
中
か
ら
多
く
の
須

恵
器
片
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
。
通
報
を
受
け
た
時
は
、
川
の
中
で
も
あ
る
の

で
、
流
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
た
が
現
地
踏
査
の
結
果
、
現
在
の
河
道
は
戦
前

に
つ
け
替
え
た
も
の
で
あ
り
、
遺
跡
の
上
を
現
在
の
川
が
流
れ
そ
れ
を
改
修
し

た
結
果
出
土
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
河
川
改
修
と
は
別
に
、

川
に
隣
接
す
る
西
側

一
帯
の
水
田
を
土
地
改
良
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
た
め

緊
急
に
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
七

世
紀
代
よ
り
十

一
世
紀
代
に
比

定
さ
れ
る
須
恵
器
、
灰
釉
、
緑

釉
等
の
上
器
群
及
び
直
径

一
ｍ

の
掘
形
を
持
つ
柱
穴
や
柱
根
を

検
出
し
た
。
中
で
も
墨
書
土
器

は
表
採
品
を
含
め
る
と
約
二
〇

点
出
上
し
、

「
真
成
」

が
最
も

多
か
っ
た
。
遺
跡
の
範
囲
は
約

一
万
だ
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

遺
跡
の
性
格
と
し
て
、
墨
書
土
器
や
緑
釉
の
耳
皿
等
の
出
土
か
ら
、　
一
般
の

集
落
と
は
異

っ
た
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
鐘
島
や
明
寺
等
の
地
名
か

ら
、
ま
た
墨
書
の
真
成
か
ら
寺
に
関
係
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

「
　

　

　

　

是
是
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類
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冨
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通
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□
□
□
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×
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×
枷　　ＯμΦ

（仁
科
　
章
）

(福井)

硬
権
授

え
盈
是
た
え
え
Ｒ




